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岩田　衛 

　この度、日本ボストン会・プログラム委員会は会員相互
の情報交流を深め、また関心のある方に当会を知っていた
だくために、「レクチャーシリーズ」を企画しました。 

　ボストンに関係する「文化、暮らし、科学、技術、経済」
などの様々な分野の話題提供ができる方を講師に迎えます。
質疑応答の時間もとってあります。日本ボストン会初めての
オンライン講演会です。オンラインのため、日本全国、世界
のどこからでも、会員だけでなく、ボストンに関心のある
方は無料で参加できるイベントです。 

記念すべき第１回は2021年9月25日（土）20：00～21：00
（日本時間）に行われました。 

第１回講師：近藤　宣之（前会長） 
テーマ：海外駐在生活での苦労はその後の人生にとってプラ
スか？ 
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「レクチャーシリーズ」について

レクチャーシリーズ 
Youtube動画配信  

レクチャーシリーズ第1回の
Youtube動画配信をいたし
ます。 
右のボタンをクリックして
ご覧ください。 

尚、このYoutube動画は、日
本ボストン会会員並びにレク
チャー参加者のみが閲覧できる
ように限定公開になっていま
す。 
URLの拡散並びに部外者への提
供は控えて頂けますよう、よろ
しくお願いいたします。 

ご質問等がありましたら、 
右のボタンからご連絡くだ
さい。 

今後のイベント 

コロナ禍でいつものイベントの
開催が見通せませんが、リモー
トでのレクチャーシリーズや秋
には映画会が検討されていま
す。具体案がまとまった時点で
メールでご案内します。 

日本ボストン会HP 

http://www.j-boston.org/ 
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・参考資料：2021.9.25講演スライド 

・参加者数：30名 

・参加地域：東京、神奈川、千葉、埼玉、京都、奈良、マサチューセッツ、ニューハンプシャー、
カリフォルニア 

担当者（岩田）感想： 

“ビジネスそして人生で成功するためには、自身の健康・大志・努力は当然であるが、出会った
人とのご縁を大切にし、遭遇した全てに感謝する心を持つこと、それが利益を上げる新・幸福経
営にも繋がる。”と受け取りました。でも、なかなか誰にでもできることではありません。凄い
ですね。 

事後アンケートより抜粋（今後期待するテーマ）： 

・ハーバード大学やMITの戦前の卒業生について　 

・ボストンの芸術活動（シンフォニーホール、美術館、図書館など）の歴史や近況 

・日本と関係するニューイングランドの史跡（ポーツマス条約など） 

・人生１００歳時代の現役から引退への移行の仕方（アメリカでの経験を踏まえて） 

------------------------------------------------- 

今後の予定： 
第２回講師：藤盛　紀明（元会長） 
テーマ：日本ボストン会の成り立ち（仮題） 
日時：2021年12月18日（土）10：00～11：00（日本時間） 
 
第３回講師：三好　彰 
テーマ：ボストン日本人学生会（1908～1953）を飾る人々（仮題） 
日時：2022年３月19日（土）10：00～11：00（日本時間）。 

第２回目以降も皆様のご参加をお待ちしております。 

レクチャーシリーズ開催にあたって 
岩田　加奈子 

　この度9月25日に、めでたく？無事に第一回のレクチャーシリーズが開催されました。 

　近藤さんのお話は、お仕事についてのものだと思っておりましたが、その内容はお仕事に関係
している方ばかりでなく、私のような何も分からない者にも為になる、いいお話しだったと感じ
ました。とにかく、考え方が前向きで何事も自分のことと捉えて、常にポジティブでいられる近
藤さんは凄い方だなあと思い、その上、信じられないような強運の方だとびっくり致しました。
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病気や事故にも遭われているのに、いつも笑顔でお元気そうで、信じられません。お仕事のお話
だけでなく、ご縁を大切にしていらっしゃることなど、伺っていて本当に元気になれました、あ
りがとうございました。 

　レクチャーシリーズを開催するに当たっては、岩田が私に、ZOOMも持っているからお役に立
てるだろうということで、繋げばいいだけだと言われてお手伝いすることになりました。ところ
が打ち合わせしてみると、どういう風に参加者を集めるか、録画はどうするのか、アンケートも
とった方がいいのではないか等々、自分では思い付きませんでしたが、色々なるほどと頷けるこ
とがたくさん出てきました。 

　皆さんのご意見を伺って、いかに自分の視野が狭かったかとも感じ、この辺りでちょっと荷が
重くなって、お引き受けしなければよかったかなあと落ち込みました。でもせっかく思い立った
のですから、とにかく分からない所は助けて頂いて、私なりに頑張ろうと思い直しました。もと
もと専業主婦で、パソコンも得意ではなく趣味のみでしか使っておらず、何も分かっておりませ
んでしたので、ここまでも私にとっては長い道のりでした。細田さんにもご親切に色々と教えて
いただき、大変感謝しております。 

　録画したものをYouTubeにアップロードもできて、やっとホッと致しました。でも皆様のおか
げでこんな機会をいただき、今までできなかったことができるようになって、それはとても嬉し
いことで、とても良かったと思っております。 

　まだ始まったばかりなので、今後も色々問題もあるでしょうしご迷惑をおかけしますが、どう
ぞよろしくお願い致します。 
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ボストン交響楽団を指揮した最初の日本人・大澤寿人 

三好　彰 

　Eテレで日曜日9時から放映される「クラシック音楽館」は音楽愛好家の人気番組である。こ
の番組が近く昭和初期にボストンで学んだ作曲家・大澤寿人(1906-1953)の作品を取り上げるこ
とになった。井口顧問のご指導で調べた「ボストン日本人学生会の記録」に大澤寿人の署名が
残っている。 

　大澤寿人は日本では音楽学校と無縁であったが、神戸で育った関係で著名な外人のピアニスト
などの指導を受けて才能を開花させた。そして昭和5年にボストンに渡り、ボストン大学と
ニューイングランド音楽院で学んだ。 

　昭和8年6月12日にボストン大学（略称 BU）を卒業し音楽学士号を得た。同夜、卒業式の式典
がシンフォニーホールで BOSTON UNIVERSITY NIGHTと銘打って行われた。6月なのでボス
トン・ポップスである。 

　常任指揮者は着任間もないアーサー・フィードラ―であった。その後に半世紀も活躍した歴史
に残る名指揮者である。BUのマクレイン教授の作品が演じられ、グリークラブが持ち歌を披露
したが、圧巻は何と言っても大澤寿人が自作の「フルート、ホルンと弦楽のための小交響曲」を
自ら指揮したことだった。指揮を終えると大喝采となりアンコールの声が湧き上がったという。 

　このことを加州（カリフォルニア）毎日新聞は「対日感情が日々悪化しつつあるといはれる米
国の旧都ボストンで、同地の誇りとなっている創立後すでに四十八年を経ているボストン、シン
フォニー、オーケストラで日本の一青年が此程自作の交響楽をひっさげて指揮壇に立ったという
快報」と報じた。当時アメリカでは排日法のもとに邦人の活動は制約を受けていた。そのなかで
日本人とした初めてボストン交響楽団を指揮したのだった。 

　式典の最後はボストン・ポップス定番のスーザ―の行進曲「星条旗よ永遠なれ」だった。 

　「クラシック音楽館」では大澤の作品「ピアノ協奏曲第３番」（神風）が演奏される。その予
告として大澤寿人が奉職していた神戸女学院大学の生島生美紀子先生が去る7月のNHKのラジオ
深夜便で2回にわたり「忘れられた音楽家 大澤壽人」として話された。聞き逃しサービスの案内
を会員の方にお知らせした。感想を寄せてくださった方もある。 

　「クラシック音楽館」の日程が決まりお知らせします。楽しみにしてお待ちください。 
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ボストンと私 

小野田　勝美 

　私の名前は、マサチューセッツ州生まれの「マサミ」です。ボストン近郊で生まれ、6歳の頃
に両親と共に日本に帰国しました。現在は、宇宙航空研究開発機構（JAXA）のワシントンDC駐
在員事務所長をしています。JAXAは、ロケットや人工衛星の開発、「はやぶさ２」で記憶に新
しい宇宙科学研究、地球観測、航空研究などを実施する日本の宇宙機関です。現在国際宇宙ス
テーションに搭乗している星出飛行士はじめ日本人宇宙飛行士の所属しているのもJAXAです。
ボストンはワシントンからも近いので、度々仕事でも訪れます。 

　四季の自然豊かなボストン近郊で生まれ育ったため、私は自然がとても好きでした。そのた
め、大学時代には環境問題に関心を持つようになりました。また、幼少期をアメリカで過ごした
ので英語が得意で、将来は通訳になろうと思うようになり、大学のかたわら通訳の専門学校にも
通いました。大学を卒業する頃、通訳を職業としている方に進路について相談したら、通訳はフ
リーランスなので、自分で仕事を取ってこなければならないため、まず一度はどこかの企業に勤
めて社会の仕組みを知った方が良いと言われました。なるほどと思い、それでは自分が関心のあ

る環境問題に取り組めるような仕事に就こ
うと考えました。そうして巡り合ったのが
宇宙の仕事でした。宇宙から人工衛星で地
球を観測し、例えば二酸化炭素濃度や、温
度、植生の状況などを知ることができま
す。これらのデータを活用して地球環境の
状況やその変化を知ることができます。そ
うした研究は、世界で協力して行っていく
ことが効果的です。このように、あらゆる
宇宙活動では国際協力が欠かせません。 

　現在私は、日本人宇宙飛行士が月に降り
立つ日に向かって、アルテミス計画と呼ば
れる国際宇宙探査計画の国際調整にも携
わっています。一昨年は、アポロ11号が月
面着陸を行なって60周年の年でした。そこ
で、ボストンのジョン・F・ケネディ・ラ
イブラリ＆ミュージアムで、記念イベント
が開催され、私も参加しました。ケネ
ディ・ライブラリには、ケネディ大統領の
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一生の業績や数々の演説の様子を再現した展示があります。有名なライス大学の演説も、まるで
ケネディ大統領が目の前にいるかのように聞くことができます。“We choose to go to the 
Moon in this decade and do the other things, not because they are easy, but because they 
are hard…” この70年近く前の演説を、ボストンの港に建つケネディ・ライブラリで聴くと、海
を渡る風のような爽やかで、胸の震えるような希望を感じました。この気持ちがボストンに暮ら
したことのある人々の原点なのかもしれないと思います。 

ワーキンググループ・活動報告 

コロナ禍で毎年企画されていた1月の七福神めぐりや歌舞伎鑑賞やお花見の会が開催できません
でしたが、新しい試みとして会報の最初にご紹介した「レクチャーシリーズ」を始める事ができ
ました。ワクチン接種が進み緊急事態宣言が解除されましたので、少し趣向が変わるかもしれま
せんが恒例のイベントが順次開催できればと思っています。 

音楽の会 
関 直彦・尚子 

　昨年初め以来、いずれの音楽演奏家たちもパンデミック騒ぎにより、演奏活動の機会を閉ざさ
れて、艱難辛苦の道を歩んでいます。そして当会のホームコンサートもご多分に漏れず、過密な
会場を使わざるを得ないこと、また飲食を伴うことから、残念ながら休眠状態を余儀なくされて
おり、暫くこの状態は続きそうです。 

　それでも当会所属の演奏家たちは、それぞれ果敢に頑張っています。磨いた腕前を維持するた
め、また更に向上させるために、そして多くの人々に音楽を楽しんでもらうため、オンライン・
コンサートや、安全安心のために入場制限を万全に期したライブ
コンサートなどを開催しています。そうした機会には、案内を
会員にe-メールで送りますので、是非参加して、コロナ禍によ
る無聊のなぐさみにしてください。そして当会所属の演奏家達
を励まして頂ければ幸いです。 
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ボストンだより - ８ September 28, 2021 

八代　江津子 

　８月も末を迎えると力のない太陽の光に秋の気配を感じます。パンデミックになってからの
日々、家で過ごす時間が増えた事は自身の生活を
見直す良いきっかけとなった方も多いのではな
いでしょうか。わたくしも、家庭菜園からの野
菜で日々のほぼ８０%を賄い晩夏、秋の味覚を楽
しんでおります。また今年は雨が多くきのこが豊
作で、友人たちは、天然の舞茸―それも頭大、
という巨大舞茸など山の幸を楽しんで居る様子
です。 

　ボストンの街ではパンデミック前の日々が戻
りつつあります。マスクの規定も公共室内のみと
なり、外ではマスク着用を見なくなりました。
８月の中旬にナンタケット島を訪れた時には、
常時マスクをする私に、「ワクチンを打っていな

いのか?」と、問い、ワクチン不摂取を疑われるという体験をしました。８月の末より除々にワ
クチン接種者の感染が増え、外でのマスクを推奨するという「おふれ」。外でのマスクも再度増
えてくるのではないかと思われます。 

　ニューヨークは、友人より治安が悪くなり、
アジア人ヘイトの問題も勃発した事から「地下
鉄などには乗れない」「２０年前の状況にもど
りつつある」との情報で少し戸惑いましたが９
月初頭に訪れました。治安を考慮し仕事場近く
のブライアントパークのホテルに滞在しまし
た。私の感覚では夜の出歩きは注意が必要です
がほぼ通常のパンデミック前の生活です。流石に
NYと感じたのは５ブロック毎程にPCRの簡易検
査場が設置されており、すぐに結果が出（２０
分ほど）気軽に受けられる状況が整っていたこ
とです。またウーバー（タクシー）を申し込むと
画面に「ワクチンを打ってから目的地にいくのは
どうか？」というお誘いと摂取場所が表示され選択できるように成っています。PCR検査場の選
択も有り、というサービスぶりです。また、NYではワクチン証明提示がレストラン内での飲食
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に求められます。お酒もサーブされており証明書さえあれば、何時まででも友人と楽しむ事が出
来ます。また外に簡易テーブルがセットされ、そこでの飲食は証明書が無くとも出来るようで
す。治安についてですが、いくつかのアジアンヘイトが報告されています。突然地下鉄で殴られ
る、「ルハンへ帰れ！」などの言葉の投げかけ、等いくつか報告されています。ルハンから始まっ

たパンデミックにアジアへのヘイトが始まりまし
た。国籍が中国か日本かは海外からしてみると同
一、このヘイトには日本も韓国も同じアジアと
して差別されています。このような事を踏まえる
と益々、日本とアメリカの人と人を深くつなげ
る事が、このような事を未然に防ぐ一端になる
と感じます。日本とアメリカの人々、そして文化
の交流の為に尽力していきたいと強く思う今日
この頃です。 
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第1回レクチャーシリーズ・スライド



日本ボストン会会報 October 1, 2021

THE BAJ NEWS #57 10



日本ボストン会会報 October 1, 2021

THE BAJ NEWS #57 11



日本ボストン会会報 October 1, 2021

THE BAJ NEWS #57 12


	レクチャーシリーズ
	Youtube動画配信
	今後のイベント
	日本ボストン会HP
	岩田 衛
	レクチャーシリーズ開催にあたって
	岩田 加奈子
	三好 彰
	小野田 勝美
	音楽の会
	関 直彦・尚子
	八代 江津子
	第1回レクチャーシリーズ・スライド

